
市町単位 市町単位 市町単位

市町単位

　上記以外にも、必要に応じて、季節・時間帯を加える。

冬18時

建物分布データ
ﾗｲﾌﾗｲﾝ施設ﾃﾞｰﾀ等

被害想定算出の季節・時間帯

・住宅、飲食店などで火気使用が最も多い時間帯で、出火件数が最も多くなる。
・オフィスや繁華街周辺のほか、ターミナル駅にも滞留者が多数存在する。
・鉄道、道路もほぼ帰宅ラッシュに近い状況でもあり、交通被害による人的被害や交通機能支障による影響が大きい。

・オフィス、繁華街等に多数の滞留者が集中しており、自宅外で被災する場合が多い。
・木造建物内滞留人口は１日の中で少ない時間帯であり、老朽木造住宅の倒壊による死者数は冬深夜と比較して少ない。

人的被害予測

建物被害予測

想定地震の設定

津波高予測

想定地震の設定

津波被害想定調査

夏12時

・多くが自宅で就寝中に被災するため、家屋倒壊による死者が発生する危険性が高く、また津波からの避難が遅れることに
もなる。
・オフィスや繁華街の滞留者や、鉄道・道路利用者が少ない。

土地利用・構造物データ

被害想定見直しの主な流れについて

時間帯 設　　定　　理　　由

冬深夜

浸水域・浸水深予測

地震動予測

液状化予測

15

地震被害想定調査

人的被害予測
（津波）

ライフライン
被害予測

地盤データ

海域・陸域地形データ

潮位データ
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